
（第1部）
事後評価の基礎について

2022年6月28日

日本社会事業大学 社会福祉学部

講師 新藤 健太

休眠預金事業 事後評価勉強会

1



新藤の経験も踏ま
えながらこの部分
を説明する。

https://www.janpia.or.jp/hyouka/
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https://www.janpia.or.jp/hyouka/


“休眠預金事業における社会的
インパクト評価（pp3-4）”
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•事後評価は主に“国民の理解を得る（説明
責任を果たす）”という目的が大きい。

• そのため評価結果は“伝える相手（国民）に
とってわかりやすく，意味のある評価結果”
でなければならない。



“（第1章）事後評価の目的と意義（p5~）”

•自団体（資金分配団体，実
行団体）が活動を継続し続
けられるように，という視点
だけではなく，他団体に取
組みを広げていくという視
点も重要。

• いずれそうならなければ社
会課題の根本的解決は難
しい。

★休眠預金事業での3年間
は新たな仕組みを試行しな
がら形成するための3年間と
いう理解。
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“事後評価の手順（p6）”
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★Step1.計画の具体化と点検が重要。

•点検⇔修正は必要に応じて何度か
繰り返す場合もある（妥当な計画が
妥当な結果（成果物）をつくる）。

•妥当な評価結果なくして妥当な提言・
教訓を生み出すことはできない。



“事後評価の内容（p7）”

★評価の4つ（5つ）の構成要素
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（効率性の分析）

アウトカムの分析

実施状況の分析

事業設計の分析

課題の分析

• 4つ（5つ）の構成要素は順
番に積みあがっている。



“（第2章）評価計画を具体化する（pp8~）”
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①まずはここが大切（ただしく測定（事
実把握）することが重要）。

②次はここが大切（事実に基づいて正
しく価値判断することが重要）。
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“事業計画に記載した短期アウトカム指標の測定準備を行うの補足（p8）”

①測定対象の選定
• 量的調査の場合，無作為に選定することが望ましい（当日，実演する）。

• 質的調査の場合，明らかにしたいことに沿った方法が望ましい。

例）より良いアウトカムを達成するためのコツを把握したいのであれば，より良くアウ
トカムを達成した対象を選定しなければならない。

②測定方法の明確化
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中長期アウトカム

短期アウトカム

活動

アウトカム 悪い指標 良い指標

私の家族が健康に生
活できる

―
私の家族一人ひとりの
病気になる頻度

私の家族が食生活を
気にするようになる

私が食生活に関するテ
レビ番組を勧めた頻度

毎回の食卓にならぶ生
野菜の頻度

私の家族が定期的に
運動をするようになる

私の家族一人一人の
「運動したい」という気
持ち（①とてもそう思う~

⑤全くそう思わない）

私の家族一人一人の
運動状況

• 指標の設定は分野専門家の助力を得られると良い。



“事業計画に記載した短期アウトカム指標の測定準備を行うの補足（p8）”

④集計方法の具体化
• 目的や状況に合わせて適切な方法を選択。

⑤分析方法の具体化
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• 例えば，量的調査で関連や差をみる分析の場
合可能であれば検定（統計的仮説検定）が行え
るとより良い（当日口頭で補足する）。

【出所】一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『社
会福祉調査の基礎』中央法規出版.
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短期アウトカムのエピソード 中長期アウトカムのエピソード

・最近お母さんが野菜料理をたく
さん作るようになって…。
・お父さんの方も晩酌の回数を
減らして…。

・お父さんが「最近身体の調子が
いいな」と言うようになって…。
・弟も学校を休む回数が減ってき
たと思うんだよね…。

・お父さんが休日に公園に連れ
て行ってくれるようになって…。
・毎朝皆でラジオ体操をするよう
になって…。

【出所】鈴木（2015）
「中山間地域で暮ら
す要介護高齢者の
医療福祉ニーズに
関する研究：地域を
基盤として支援を
行っている福祉背民
職に対するインタ
ビュー調査に基づい
て」『社会福祉学』
56(3), 58-73.
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【（例えば）定量・定性を組み合わせる】
（定量）不登校児の登校日数
（定性）現在の学校生活状況

（定量）障害のある方の就労
（定性）どの程度現在の仕事に満足しているか
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これらを行うた
めの費用

これらを行うた
めの費用

（可能であれば）成果/費用を既存の取組
み等と比較してみる

• 何を費用として計上すべきかは専門家
に相談するのが良いかも…。



★理論上の失敗の場合：計画（ロジックモデル等）の何をどう改
善すべきかを検討。
★実施上の失敗の場合：どうすれば実施できたかを検討。 14

活動ができな
かった（実施上
の失敗）

活動はできたがアウトカムは達成でき
なかった（理論上の失敗）
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“各団体で深堀する項目（pp11-12）”

★事業ノウハウの整理（ある程度模倣可能な形で示せると尚良い）は休眠預金
事業のねらいからみて重要。
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過小評価

過大評価

適切な水準

★価値判断の基準設定は事実測定の方法
と同じくらい（もしかしたらそれ以上に）重要。

【出所】Rossi, P. H., Lipsey, M. W. & Fetterman, H. E.
(2004) Evaluation: A Systematic Approach, 7th Ed., 
Sage Publications. （ =2005, 大島巌ら訳『プログラム評
価の理論と方法：システマティックな対人サービス・政
策評価の実践ガイド』日本評論社.）
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【再掲】Step1.計画の具体化と点
検が重要。

•点検⇔修正は必要に応じて何度
か繰り返す場合もある（妥当な
計画が妥当な結果（成果物）を
つくる）。

•妥当な評価結果なくして妥当な
提言・教訓を生み出すことはでき
ない。



“（第3章）事後評価を実施する（p13~）”
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•基本的にはStep1で立てた
計画通りに実施。

•追加修正が必要な場合は
追加修正⇔点検をもう一
度やり直すべき（そうなら
ないためにStep1をしっかり
経ておくことが原則）。

★資金分配団体（JANPIA）
によるモニタリングが重要。
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• 基本的にはStep1で立てた計画通りに実施。

• 追加修正が必要な場合は追加修正⇔点検をも
う一度やり直すべき（そうならないためにStep1
をしっかり経ておくことが原則）。

• ただし，価値判断の基準をここで動かすのは
ゴールポストを移動させるようなもの（後出し
じゃんけんのようなもの）。

★実はこの検証は相当に難しい（比較対象をも
たない単純な事前事後の比較でこれを検証する
ことはほぼできない）。
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•基本的にはStep1で立てた計画通り
に実施。

★資金分配団体（JANPIA）によるモニ
タリングが重要。
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• （一般的には）事前評価~事後評価ま
でのそれぞれの評価結果を“1つのス
トーリー”として繋ぐ（統合する）。
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★これはデータ収集等が終了してからでは遅
い（評価調査実施中に小まめにモニタリングす
ることが重要）。



ご清聴ありがとうございました！
皆様の3年間が社会改善（社会課題解
決）に貢献することを期待します！
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